
大阪府の高等学校等の

授業料無償化制度について

令和５年９月
大阪府教育庁

私学課・施設財務課 Ⓒ2014 大阪府もずやん



１．自由に学校選択できる機会の保障

２．公私の切磋琢磨による大阪の教育力の向上

大阪の全ての子どもたちを対象に、

・所得や世帯の子どもの人数に制限なく、

自らの可能性を追求できる社会の実現

・子育て世帯の教育費負担を軽減し、

子育てしやすいまち・大阪の実現

に向けて、私立高校・国公立高校の授業料の完全無償化を

めざす。

授業料無償化制度の改正趣旨
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制度改正のポイント

私立も公立も高校等の授業料を無償化します！！

① 現行制度で対象外としている年収（めやす）910万円以上の世帯も対象とします。

② 所得や子どもの人数にかかわらず、授業料の保護者負担がなくなります。

③ 令和６年度の高校３年生から段階的に適用し、令和８年度に全学年で授業料を完全

無償化します。

※令和６、７年度は経過措置あり（一部保護者負担が発生する場合があります。）

④ 府外の高校等に通う生徒も対象とし、対象校は今後決定します。

（令和５年12月中に公表予定）

２



授業料
世帯の
子ども
の人数

年収（めやす）別の保護者負担額

590万円未満 590～800万円 800～910万円 910万円以上

60万円まで 無償

20万円 最大48万円
（国の就学支援金のみ）

授業料全額
（対象外）

10万円 30万円

無償 10万円

60万円を
超える分

全世帯
（世帯の子どもの
人数に関係なし）

無償 保護者が負担

令和６年度新入生（現在の中学３年生）の授業料の保護者負担額について①

【高校１年生時（令和６年度）】

・世帯の年収や子どもの人数に応じた支援を実施（年収（めやす）910万円未満世帯が対象）

私立高校等

３



授業料
世帯の
子ども
の人数

年収（めやす）別の保護者負担額

590万円未満 590～800万円 800～910万円 910万円以上

63万円まで
全世帯

（世帯の子どもの
人数に関係なし）

無償

63万円を
超える分

全世帯
（世帯の子どもの
人数に関係なし）

無償 保護者が負担

【高校２年生時（令和７年度）】

・所得制限を撤廃し、世帯の子どもの人数に関係なく63万円を上限に授業料を支援
・年収（めやす）800万円以上世帯は63万円を超える授業料は保護者が負担

令和６年度新入生（現在の中学３年生）の授業料の保護者負担額について②

４



授業料
世帯の
子ども
の人数

年収（めやす）別の保護者負担額

590万円未満 590～800万円 800～910万円 910万円以上

63万円まで
全世帯

（世帯の子どもの
人数に関係なし）

無償

63万円を
超える分

全世帯
（世帯の子どもの
人数に関係なし）

無償

【高校３年生時（令和８年度）】

・完全無償化を実現（授業料の保護者負担なし）

令和６年度新入生（現在の中学３年生）の授業料の保護者負担額について③
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令和５年度は

何年生？

世帯年収は？

子どもの人数は？
（注）

590万円未満

子どもの人数は？
（注）

高校１年生 高校２年生 高校３年生

無償 無償 無償

10万円 無償 無償

20万円 無償 無償

10万円
（※1）

無償（※2） 無償

30万円
（※1）

無償（※2） 無償

48万円
（※1）

無償（※2） 無償

制度対象外 無償（※2） 無償

無償 無償 無償

【保護者の負担額】

590～800万円

800～910万円

910万円以上

中学１年生以下

中学３年生

中学２年生

３人以上

２人

１人

３人以上

２人

１人

（※2）中学３年生の場合、授業料が63万円を超える学
校は保護者の負担が生じます

（例）授業料65万円の場合、２万円は保護者負担
（65万円 ー 63万円 ＝ ２万円）

（注）生徒本人を含め、扶養する子どもの人数です。
大学や専門学校等に在籍している場合は19歳以上（年度末時点）でも含みます。
詳細は大阪府教育庁私学課にお尋ねください。

（※1）授業料が60万円を超える学校は保護者の負担が
生じます

（例）授業料65万円の場合、５万円は保護者負担
（65万円 ー 60万円 ＝ ５万円）

私立高校等の授業料無償化制度がよくわかるフローチャート
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就学支援推進校（授業料無償化の対象校）の一覧（令和５年度）

藍野高等学校
アサンプション国際高等学校
アナン学園高等学校
あべの翔学高等学校
上宮高等学校
上宮太子高等学校
ヴェリタス城星学園高等学校
英真学園高等学校
追手門学院大手前高等学校
追手門学院高等学校
大阪高等学校
大阪偕星学園高等学校
大阪学院大学高等学校
大阪学芸高等学校
※ダブルディプロマコース除く

大阪学芸中等教育学校（後期）
大阪暁光高等学校
大阪薫英女学院高等学校
大阪国際高等学校
※国際バカロレアコース除く

大阪国際滝井高等学校
大阪金剛インターナショナル高等学校
大阪産業大学附属高等学校
大阪商業大学高等学校
大阪商業大学堺高等学校
大阪女学院高等学校
大阪信愛学院高等学校
大阪成蹊女子高等学校
大阪星光学院高等学校
大阪青凌高等学校
大阪体育大学浪商高等学校
大阪電気通信大学高等学校
大阪桐蔭高等学校
大阪夕陽丘学園高等学校
大阪緑涼高等学校
大谷高等学校
開明高等学校
香ヶ丘リベルテ高等学校
関西大倉高等学校
関西創価高等学校
関西大学高等部

関西大学第一高等学校
関西大学北陽高等学校
関西福祉科学大学高等学校
近畿大学泉州高等学校
近畿大学附属高等学校
金蘭会高等学校
金蘭千里高等学校
建国高等学校
賢明学院高等学校
興國高等学校
好文学園女子高等学校
香里ヌヴェール学院高等学校
金光大阪高等学校
金光藤蔭高等学校
金光八尾高等学校
堺リベラル高等学校
四條畷学園高等学校
四天王寺高等学校
四天王寺東高等学校
樟蔭高等学校
昇陽高等学校

全日制：96校
令和6年度の対象校は

令和５年12月中に公表予定
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常翔学園高等学校
常翔啓光学園高等学校
城南学園高等学校
精華高等学校
清教学園高等学校
星翔高等学校
清風高等学校
清風南海高等学校
清明学院高等学校
宣真高等学校
相愛高等学校
大商学園高等学校
太成学院大学高等学校
高槻高等学校
帝塚山学院高等学校
帝塚山学院泉ヶ丘高等学校
東海大学付属大阪仰星高等学校
同志社香里高等学校
浪速高等学校
梅花高等学校

羽衣学園高等学校
初芝立命館高等学校
初芝富田林高等学校
阪南大学高等学校
ピーエル学園高等学校
東大阪大学柏原高等学校
東大阪大学敬愛高等学校
東大谷高等学校
プール学院高等学校
箕面学園高等学校
箕面自由学園高等学校
明浄学院高等学校
明星高等学校
桃山学院高等学校
履正社高等学校
早稲田摂陵高等学校

大阪つくば開成高等学校
賢明学院高等学校
向陽台高等学校
秋桜高等学校
天王寺学館高等学校
長尾谷高等学校
八洲学園高等学校
ルネサンス大阪高等学校
ＹＭＣＡ学院高等学校

詳細は大阪府HPをご確認ください。
https://www.pref.osaka.lg.jp/shigaku/shigakumushouka/suishinkou_koukou.html

就学支援推進校（授業料無償化の対象校）の一覧（令和５年度）

通信制：9校
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関西テレビ電気専門学校
近畿情報高等専修学校
関西情報工学院専門学校
大阪情報コンピュータ高等専修学校
中央学園高等専修学校
鴻池学園高等専修学校
英風女子高等専修学校
東洋学園高等専修学校
八洲学園高等専修学校
大阪技能専門学校
東朋高等専修学校
専修学校クラーク高等学院天王寺校
専修学校クラーク高等学院大阪梅田校
清恵会医療専門学院
泉大津市医師会附属看護高等専修学校
河﨑会看護専門学校
大精協看護専門学校

錦秀会看護専門学校
アイム近畿理容美容専門学校
ＮＲＢ日本理容美容専門学校
大阪美容専門学校
小出美容専門学校
大阪中央理容美容専門学校
関西外語専門学校
大阪ＹＭＣＡ国際専門学校

専修学校高等課程：25校

詳細は大阪府HPをご確認ください。
https://www.pref.osaka.lg.jp/shigaku/shigakumushouka/suishinkou_senkaku.html

就学支援推進校（授業料無償化の対象校）の一覧（令和５年度）

各種学校：２校

東大阪准看護学院
コリア国際学園
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完全無償化における留意点

①入学金や制服代、修学旅行積立金等は無償化の対象ではありません。

※入学時の資金調達が困難な家庭向けに、大阪府育英会の無利子貸付け制度（入学

時増額奨学資金）があります。

利用には予約募集への申込みが必要です（申込締切：令和５年10月上旬頃）。

［対 象］年収（めやす）590万円未満

［限度額］私立25万円（通信制15万円）

②大阪府の授業料支援制度の手続きとして、

国の就学支援金と府の授業料支援制度両方の申請が必要です。

③授業料無償化に関する手続きは、入学後に高校等を通じて行いますので、

入学前の手続きは不要です。

※新制度は、大阪府議会の令和６年２月定例会を経て正式に決定されます。
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新制度についてさらに知りたい方へ

○ 府民お問合せセンター ピピっとライン

06-6910-8001 （土日祝除く9:00~18:00）


